文章の構造化テンプレート

＜タイトル＞

一生役立つゴルフ上達法

＜大見出し＞　←章
第一章 練習編
＜中見出し＞　←節
正しい練習方法を理解する

＜小見出し＞　←項
正しい練習器具の使い方

＜本文＞

　前回、アプローチのスイングの正しい形（型）について説明しました。アプローチはボールを遠くに飛ばす必要がありませんが、正しい形（型）で打つことを覚えればフルスイングにも好影響が出るからです。

　対して、例えばアプローチをカット打ちしている場合、それはスイングにも悪影響が出やすくなります。アプローチでカット打ちする癖がついていると、フルショット時もインパクトゾーンでヘッドがアウトサイド・イン軌道に動きやすくなるからです。フルショットはインサイド・イン軌道、アプローチはアウトサイド・イン軌道と打ち分けるの「あり」ですが、それを身に付けるにはかなりの時間と労力が必要です。アプローチもフルショットも同じ打ち方にした方が、スイングがシンプルになりますし、ミスが出る要素を減らせるとボクは思っています。実際、ツアープロのスイングをみても、力のある選手の大半はアプローチのスイングとドライバーのスイングに大きな差はありません。どちらも、しっかりボールを捕まえるようなスイングをしています。

　さて、今回のテーマは練習器具の使い方についてです。

　今、ボクが積極的に使っている練習器具は「ゴルフの竪琴」。アナライズのホームページでも大々的に宣伝しているのでご存じの人も多いと思いますが、この器具の特徴は右手と左手の持つ場所が違うこと。短いクラブのシャフトがアルファベットのＵの字のようになっており、フェースが目標を向くようにセットしてグリップすると、「左手は下、右手は上」に位置します。このおかげで、普通にグリップした時では分かりづらい「右手と左手の位置関係」が視覚的、感覚的、直感的に分かります。これによりテークバックでは手首を正しくコックする感覚、そして右手と左手の正しい運動方向を短時間でマスターできます。

＜キャプション＞

テークバックではアドレス時のシャフトの角度（シャフトプレーン）に沿ってヘッドが動きます。始動とともに右ひじを少し手前に引き、そして左手を下げ、右手を引き上げることでヘッドを持ち上げていきましょう。

